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は じ め に

下村氏 ( 1 984) に よ る と ， 植物ウ イ /レ ス の増殖を阻害
す る 物質 の研究 は ， 1950年 ご ろ か ら ， 1953�' 54年 を ピ
ー ク と し て ， 多 く の物質の ス ク リ ー ニ ン グが行われ， 論
文 も 発表 さ れた が， 1 960年の後半 に は こ の よ う な論文の
発表 は激減 し た 。 植物防疫協会で は ， 1973年抗植物ウイ
ル ス 剤研究会が発足 し ， 1989 迄 続 け ら れた が， 登録の段
階 ま で行 っ た の は， 感染阻害剤の レ ン テ ミ ン と KR-070
く ら いであ っ た 。 後述の DHT に ついて も ， 見里， 黄氏 ら
に よ っ て 紹介 さ れ， 試験 さ れた が， 充分な検討 は さ れな
か っ た 。

最近で は ほ と ん ど抗植物ウ イ ル ス 剤 の 話 を 聞 か ない。
わ ず か に ， ウ イ ル ス 感染植物 を ， ウ イ Jレ ス ・ フ リ ー に し
たい時 に ， 補助的 に 薬剤が使用 さ れ て い る よ う であ る 。
園場に使用 さ れ る の は感染阻害剤で， ウ イ ル ス 増殖阻害
物質 は使用 さ れて いない。 こ れ は 実用 的な増殖阻害がほ
と ん ど不可能視 さ れ， 研究 も 行わ れな か っ た た め で あ ろ
う 。 その た め ， 最近で は従来の間接的な 防除法 に 加 え て ，
弱毒ウイ ノレ ス や， 植物ウ イ ル ス 遺伝子 を 組込ん だ形質転
換植物の抵抗性利用 も 行わ れ る よ う に な り ， 進歩 は あ っ
た が， それだ け ， 薬剤防除の研究 は遠のいた よ う に 思わ
れ る 。

HANSEN ( 1988) は 今 ま で， 化学療法が成功 し な か っ た
の は ， ウ イ ル ス 感染過程 の 阻害や， 接種葉でのウイ jレ ス
濃度 を 抑 え る よ う な 化合物 と ， 全身感染 し て い る 植物の
ウ イ ル ス の複製 を 防 ぐ真 の治療剤 と の相異 に ついて， 十
分な理解が な さ れな か っ た た め だ ろ う と 述べ， 厳密な意
味では “Plant virus chemotherapy" と は ， 化学的方法で，
感染株か ら ， ウ イ ル ス ・ フ リ ー 株 を 生産す る こ と と し て
い る 。

一方， 人間や動物の抗ウ イ ル ス 剤の研究 は盛ん に な り ，
実際の医療 に 使用 さ れ る も の は少 な い よ う であ る が， 多
く の化学薬剤が発表 さ れ， それ ら は， ウ イ lレ ス の増殖過

程 に お け る ， 細胞吸着， 侵入， 脱外被， 増殖な どの色々
な段階 を タ ー ゲ ッ ト と し て 研究 さ れ て い る (Streissle et 
al.， 1985) 。

本稿で は ， 抗植物ウイ ル ス 剤 の研究 を精力 的 に 行 っ て

Recent Studies of Antiphytoviral Substances. By 
Nobuyuki OsIlIMA 

M
信

いる ド イ ツの G. SCI I USTER ら の最近の研究 を中心 に ， 植物
ウ イ ル ス の化学治療剤 に ついて述 べ る (表一1) 。 こ の 稿 を
草す る に あ た り ， Dr. SCHUSTER か ら 多 く の 別刷 を 恵送さ
れ， ま た ， 圏 内 の 各方面の研究者 の 方々 か ら ， 関連論文
の紹介 をいた だいた こ と に対 し て ， 感謝の意 を 表 す る 。
1 DHT (2， 4-dioxohexahydro-l， 3， 5-triazine = 

5 azadihydrouracil) 
DHT は SCHUSTEII et al .  ( 1979) に よ っ て 開発 さ れ， 今

迄 に 抗植物ウイ ル ス 剤 と し て 発表 さ れ た 唯一の実用 的薬
剤であ ろ う (図-1 ) 。

( 1 )  DHT の 一般的性質 DHT は ジ ャ ガ イ モ X ウ
イ ル ス (PVX) に 全身感染 し た サ ム ス ン タ バ コ のウ イ ノレ
ス 濃度 を減 じ ， 水溶性で薬害 も 少な く ， 動物 に 毒性がな
い。 DHT は PVX に 最 も 効果 が あ る が， PVY， PVA， 
TMV 及 び CMV 感 染 値 物 の ウ イ ル ス 濃 度 も 減 ず る
(SCI IUSTEII et al . ，  1979) 0 in vitro でウイ jレ ス 粒子 に は ほ
と ん ど作 用 し ない (SCIIUSTEII and WETZI却し 1981 ) 0 DHT 
処理サ ム ス ン タ バ コ で は ， TMV-RNA へ の 32p の 取 り
込 み は 有意 に 減少す る が， 寄主 RNA へ の取 り 込 み は わ
ずか し か影響 を 受 け ない。 ま た ， DHT は 寄主 RNA の 合
成や含量 に は影響が少ない (SCIIUSTER e t  al . ，  1979， SCHU-

図ー1 PVX (ringspot 系統) 発病後， DHT (1%) 液 を 噴
叙 し て ， 新梢の病徴 を消失 し た ト 7 ト (右) . 左側は
対照
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表1 抗植物 ウ イ ル ス 剤 の 最近の報告例

薬 剤 名 | 対象 ウ イ ル ス | 文献
No 

DHT (2，4-dìoxohexahydro-l ，3 ，  I ì )  PVX ，PVY，PVA I (10) 

5-trìazìne = 5  azahydrouracì])  1 ( I l .  red ) T M V ，  

CMV 

ìì ) PNRV，注 射 で 処 1 (2) 
理由

ììì ) イ チ ゴ S t M V ， 1 (6) 
STCV，芽先培養

DA - DHT O . 5- dìacety 1-2 . 4- 1 PVX，PVY，ToMV. 1 (26) 

d ì oxohexahydro - 1 ， 3 ， 5  - trì - l l l .red:TMV，TRV 

azìne) 1 symp dìmìn:PLRV 
PCPH (N - phenyl - N'ー (4- car- I PVX. 1 (9) 
boxyphenyl) -urea) 
N'N-phenyl-N'-aryl-thìourea 1 PVX. 1 ( 18) 
alkyl-alkyl 置換 thioureas 1 PVX. 1 (19) 
alkyl-aryl 置換 thìoureas 1 PVX. 1 ( 19) 
thìourea，urea な ど で置換 さ れ た 1 PVX，TMV (l l .red.) .  1 (28) 

a- benzylthìocarbonyl ìmìno 化

合物
2 . 5 置換 1 . 3 .  4-thiadiazoles 1 PVX， TMV (1\. red.l . 1 (22) 

2 . 4 . 5 置換 1 . 3-oxazoles 1 PVX， TMV (lL red.) .  1 (23) 
guanìdine 化合物 1 PVX， TMV， BMV. I ( 16) 
5-FOA (5-fluoroortic acìd) 1 PVX 1 (27) 
D H P A  ( 9 - ( 2 . 3 - d i h y d r o x y- I PVX 1 (29) 
propy 1 )  adenìne) 

DHP A ( (s) -9- (2 . 4- dihydroxy- j TMV， CCMV 
propy 1 )  adenìne) 
AHP A -MP (3- (adenin -9-y]) ー2 1 PVX 

-hydro x y p r o p a n i c  a c i d  2 

methylpropylester) 

(29) 

Lodderomyces elongispora 1 PVX 1 (35) 

IMET H 128 酵母 リ ピ ド 抽出物
alkan mono叫fonates (AMS . I PVX， TMV I (25) 
“Emulgator E 30") 
置換 さ れた vinylthiocyanates 1 PVX 1 (31) 

R i b a v i r i n  ( =  V i r a z o l e ; l 一 1 i )  P V X ，  C M V ，  1 ( 15) 

ribofuranosyl-l . 2 . 4-triazole-3 1 TMV， BMV. 
-carboxamide) ii ) TMV. CCMV (4) 

iii )  AcLSpV， AStG， 
GRM， TWNV，  

PVX， Y ，  M， S ，  

CMV， TSpWV I (5) 

iv ) CyMV， OdRV， プ
ロ ト コ ル培養 1 ( 1)  

Adenine arabinoside TMV， CCMV 1 (4)  
BAMM Q (2 . 3-bis- (acetylmer- 1 TMV， CCMV 1 (4) 
captomethyl) -guanosalìne) 

5-azacytidine 1 TMV， CCMV 1 (4) 

Tiazofurin (2- β - D - ribofur. 1 TSpWV 1 (5) 
a n o s y l th i a z o l e  - 4 - c a r b o x-
amide) 

(略 号) TMV : タ バ コ モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， PVX， PVY， PVA， 

PVM， PVS，PLRV : ジ ャ ガ イ モ X， Y， A， M . S 及び葉巻 ウ イ ル
ス ， BMV : プ ロ ー ム モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， CMV : キ ュ ウ リ モ ザ イ

ク ウ イ ル ス ， ToMV : ト マ ト モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， TRV : タ バ コ
輸 点 ウ イ ル ス ， CCMV : Cowpea chlorotic mottle virus. 

TSpWV : ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス ， ACLSpV : Apple chlor­

otic leaf spot virus， AStG : Apple stem grooving， GRM : 
Prunus の green ring mottle， TWNV : ト マ ト White necrosis 

virus， CyMV : Cymbidium mosaic virus， OdRV : Odontoglos­

sum ringspot virus， PNRV : Prunus necrotic ringspot virus， 

11 .  red. : 局部病斑数減少， symp.dimin. : 発病株減少， ・ : 液剤噴
霧 ま た は芽先培養 な ど に使用， ウ イ ル ス フ リ ー化. 特 に 説明 の な
い も の は す べ て ， 液剤 と し て ， 噴霧処理， ま た は リ ー フ デ ィ ス ク
培養で処理 さ れ ウ イ ル ス 濃度 を 減 じ た .

STER • BYHAN， 1981 )  0 PVX 感染 タ バ コ の 同化産物への M

CO2 の取 り 込 み の 減少 は DHT で回復す る 。 ま た ， PVX 
感染 に よ る フ リ ー ア ミ ノ 酸の パ タ ー ン の 変化 が DHT 処

理で正常 に 戻 る (SCHUSTER et al. ，  1984 a) 0 DHT 噴霧で

ジ ャ ガ イ モ の ウ イ ル ス 発病株が減 り ， 塊茎数や重量が増
加す る 。 対照 区 に は DHT と チ 、ソ ソ 含量が同等の チ ッ ソ

を 含 む肥料 を 用 い た の で， DHT そ の も の の 肥効で は な

い と い う (SCHUSTER and HANZSCH， 1981 ) 。

DHT は植物体内 で比較 的 ゆ っ く り し た 変化 の 過程 を
経て ， 抗植物 ウ イ ル ス 活性 を も っ塩基類似物質 に な る の
で， 比較的高濃度 で も ， 植物が耐 え う る と 考 え ら れて い
る 。 DHT の こ の よ う な 変換 は ， 動物や人間 で は行わ れ な
い よ う で， こ の た め に 動物 に は 害 を 与 え な い と 考 え ら れ
る (SCHUSTER， 1986) 0 (PVY， PV A : ジ ャ ガ イ モ Y ウ イ

ル ス ， ジ ャ ガ イ モ A ウ イ ル ス ， CMV : キ ュ ウ リ モ ザ イ ク

ウ イ ル ス ) 。
( 2 )  DHT の植物体内 に お け る 吸収， 移動及 び存続
(6- 1 4C) ーDHT を 用 い た 実験で， サ ム ス ン タ バ コ 葉 に

DHT を つ け る と ， 24 時間後 に 37%が， 植物体内 に と り
こ ま れ， 処理葉 よ り ， 茎 の 上位 に あ る 葉 は ， 放射能 の
20 . 9%， 下位の葉， 茎及 び根 は 夫 々 18 . 7， 26 . 7 及 び 19 . 8%

で， DHT は処理葉か ら ， 上， 下両方 向 に 移動で き る こ と

が分 る 。 根か ら は よ く 吸収 さ れ る が， 表皮 はパ リ ヤ ー と

な る 。 ま た ， 根 と 葉か ら 注射す る と ， 140 ppm� 190 ppm 

の DHT は 2�3 週間後 に ， 葉の 中 で検 出 の 限界 に 達 す る

(BYlIAN et al. ，  1981) 。
( 3 ) 土壌 と DHT の 関係 DHT の 土壌 へ の 吸着 は

土壌の種類 に よ っ て 異 な り ， 腐埴質や粘土積物 の 多 い 土
壌 に は強 く 吸着 す る 。 DHT の 活性成分 の 吸着 は 水分 の
飽和度 に よ り ， ま た 腐埴の 多 い土壌で は DHT の 浸透 が

制限 さ れ る (LIEBERT and SCHUSTER， 1980 a) 。 土壌中 の

DHT の残留期間 は 短 く ， 数 日 中 に 大部分が減少す る 。 ま
た ， 高腐埴土で は 低腐埴土 よ り は る か に 早 く 分解す る 。
オ ー ト ク レ ー プ殺菌土 で は 分解が遅 い の で， DHT の 活
性 成 分 の 分 解 に は 土 壌 微 生 物 の 関 与 が 考 え ら れ る
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(LIEBERT and SCHUSTER， 1980 b) 。

( 4 )  DHT の ウ イ ル ス 増殖阻害様式 サ ム ス ン タ バ

コ 葉 に PVX を 22 :t 30Cで接種す る と ， DHT は PVX 接

種 8 時間以 内 な ら ， ウ イ ル ス 合成 を 100%阻害 し ， そ の後

は 阻害作用 が低下す る 。 ま た ， ウ イ ル ス 増殖 を 同調 さ せ
る た め に ， 50C， 5 日 間 お い て か ら ， 22 :t 30C に 移 し ， DHT

で処理す る と ， 直後の処理で， PVX は 73%阻害 さ れた
が， 時間がた つ と ， 阻害度 は 急激 に 低下す る 。 こ の 阻害
の タ イ ム コ ー ス は ， 2-thiouracil の 阻害様式 と 似て い る 。

ま た ， DHT を PVX 接種 タ バ コ リ ー フ デ ィ ス ク に 浸透 さ

せ ， 液 に 浮遊 さ せ て ， 2 時間以 内 に uracil を加 え る と ，
DHT の作用 は 完全 に 止 ま る 。 こ れ は DHT が uracil の
類似物質 と し て 作用 す る こ と を 示 し て い る 。 し か し ， 2-
thiouracil の作用 は uracil に よ っ て ， た だ， 部分的 に し か
打 ち 消 さ れ な い 点 が DHT と 異 な る (SCH USTEIl and 
ARENHÖVEL， 1984) 。

( 5 )  DHT の 剤 形 径 0 . 25--0 . 5， 0 . 5�1 . 0 及 び
1 . 0--2 . 5  mm の頼粒 ( し 3 ずれ も 5， 10 及び 20% の DHT

を 含 む ) が， PVX と タ バ コ の組合せ で試験 さ れた 。 い ず

れ も 効果が あ り ， 土壌施与後 3 か 月 有効で， 噴霧 よ り 手
聞 が省 け ， 抗植物 ウ イ ル ス 剤 治療 を 著 し く 進歩 さ せ た
(SCHUSTER and KRAMER， 1982) 。

( 6 )  DHT に よ る ウ イ ル ス ・ フ リ ー 植 物 の 作 出

B∞USCH et al. ( I  985) は DHT の 注射で Prunus necrotic 
ringspot virus 感染 ス イ ー ト ・ チ ェ リ ー と サ ワ ー ・ チ ェ リ

ー を 治療 し て い る 。 ま た ， KONDAKOVA and SCHUSTER ( 1991) 

は DHT 0 . 2  mg/ l 液 を 加 え た 培養基 で， 芽先培養 を 行
い， イ チ ゴ の strawberry mottle virus と strawberry

crinkle rhabdovirus を 治療 し た 。

n DHT 以外の化合物

以 下 の SCHUSTER ら の 研究 し た 化合物 は 特記 す る 以 外

は サ ム ス ン タ バ コ の 液剤噴霧処理で試験 さ れて お り ， ジ

ャ ガ イ モ に 関す る 試験 は 同一塊茎か ら と っ た 芽 を処理区

と 対照 区 と に 分 け て 試験 し て い る 。
( I )  DA-DHT DHT を 二 つ の acetyl group で置

換 し ， 1，  5-diacetyl-2， 4-dioxohexahydro-l ，  3 ，  5-tri. 

azine (DA-DHT) を 作 っ た 。 DHT よ り PVX そ の f直の
ウ イ ル ス に 高 い増殖阻害効果 を 示 し ， ジ ャ ガ イ モ 葉巻 ウ
イ ル ス (PLRV) に も 効 く が， DHT よ り 高濃度が必要で

あ る (SCHUSTER， 1987 b) 。
( 2 )  N - phenyl - N'ー ( 4 - carboxyphenyI ) - urea 

(PCPH) PVX の増殖 を 減少 さ せ る 。 ト マ ト の PVX と
TMV 混合感染の被害 を軽減 し ， DHT + PCPH 処理で，
ジ ャ ガ イ モ ウ イ ル ス の 被害 を 防 ぐ の に DHT 単独処理 よ
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り 効果があ る (REHNIG and SCHUSTER， 1982) 。

( 3 )  N'置換 N-phenyl-N'-aryl-thioureas (TU s) と

関連化合物 N' -phenyl group が carboxyl group で

ortho， meta あ る い は para の 位 置 で置換 さ れた 化合物

は PVX の 二次感染棄でか な り の 増 殖阻害効果が あ る 。
そ の他， ortho や meta の位置の塩素 に よ る 置換， ま た ，
meta の 位 置 の dimethylamino group に よ る 置 換 な ど
で， 高 い 増殖血害効果が み ら れた (SCHUSTER and V ASSILEV， 
1983) 。

( 4 ) alkyl - alkyl 及 び alkyl - aryl 置 換 thioureas

(TUs) (R1 HN-C -N'HR2 ) 30 数種の化合物が検討 さ れ

S 

た 。 PVX の 濃度 を 血清で調べた と こ ろ 6 種が接種葉
で， 他の 6 種 は二次 感染葉 で有意 に ウ イ ル ス 濃 度 を 減

少 さ せ た ( い ず れ も 50%以上) 。 こ れ ら に 少量 の DHT を
加 え る と 更 に 効果が増 し た 。 特 に ， 次 の も の は抗植物 ウ

イ ル ス 剤 と し て 将来性が あ り ， 単独で も 接種葉， 二次感
染葉両方 に効果があ り ， DHT と の相乗効果が大 き い。

N -carboxymethyl-N'-phenyl TU， N -cyano-S-methyl. 

iso-N'-m-tolyl TU， 及 び N - allyl - N'- m 一 chloro -
methoxyphenyl TU (SCHUSTER and V ASSILEV ， 1985) 。

( 5 )  thiourea， urea な ど で 置 換 し た α benzylth.
iocarbonylimino 化合物 thiourea や urea の ほ か， 更 に

alkan group で 他 の 位 置 を 置換 し た 8 化合物が検討 さ

れ， 何れ も PVX に 対 し 高 い抗植物 ウ イ ル ス 活性 を 示 し
た 。 ま た ， あ る も の は N. グ ル チ ノ ー ザ の TMV の 病斑 を

減少 さ せ た 。 ジ ャ ガ イ モ で頼粒状 DHT を施与 し て ， 更 に
2 -benzylthio - 2 - methylpropanalthiosemicarbazone 液

を噴霧す る と ， 対照 区 の 16% ま で， ウ イ ル ス 発病株 を 減
ず る (SCHUSTER et al. ，  1988) 。

( 6 ) 2， 5-置換 1 ， 3， 4-thiadiazoles (TDAs) 17 の
化合物が検討 さ れた が， 特 に 次 の も の に 高 い PVX 増殖
阻害効果が認 め ら れた ， 2-anilino-5-adamantyl-TDA， 2 

anilino-5一 (4'-pyridyI) -TDA， 2-benzyl-amino-5一 (2'­

hydroxyphenyI) 一TDA， 2-anilino-5-methyl-TDA 及 び

2-anilino-5-benzyl-TDA。 ま た ， あ る も の は TMV 及 び

タ バ コ 輪点 ウ イ ル ス の 局部病斑数 を 減ず る 効果が あ る 。

DHT と は 強 い相乗効果が あ る (SCHUSTER et al . ，  1984) 。

( 7 )  2， 4， 5一置換 1， 3-oxazoles 99 種 の 2， 4 置換及
び 5 置換 1， 3-oxazoles が検討 さ れ， 18 種 に PVX 増殖

阻害効果が認 め ら れた 。 特 に PVX 2 次感染葉 で の 増 殖
阻害が m-guanidino-acetophenone- ( 4 ，  5-diphenyl-ox. 

azole-2-yl-hydrazone) -hydrochloride で示 さ れた 。 ま

た ， 多 く の も の が， 単独で は 効果が殆ん ど な い場合で も ，
DHT と 一緒 に 用 い る と 強 い 効果が現わ れ た 。 ま た ， 上記
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の oxazole を 用 い ， ジ ャ ガ イ モ の 試験 を行 っ た と こ ろ ，

DHT と 一緒 に 用 い る こ と に よ り ， 高い相乗効果があ り ，

発病株 を 減 じ ， 増収 と な っ た 。 ま た ， い く つ か の oxazoles
は N. グ ル チ ノ ー ザ の TMV の 局 部 病 斑 を 減 ず る
(SCHUSTER and ULBRICHT， 1985) 。

( 8 ) guanidine 化合物 (GDs) 27 の GDs が検討 さ
れ， 置換分 を 多 く も っ て い る GDs よ り ， 少い も の の 方が，
PVX 二次感染葉で増殖阻害効果が あ っ た 。 PVX に 高 い

増殖阻害効果 を も っ GD - nitrate， N -cyano - GD 及 び

guanyl urea sulfate は TMV の増殖阻害効果 も あ っ た 。

ま た ， N -cyano-GD と GD-carbamate は brome mosaic 

virus (BMV) の オ オ ム ギ (Hordeum vulgare) に お け
る 濃度 を減 じ た (SCHUSTER， 1982) 0 DHT を N-cyano-GD

と 一緒 に 用 い る と 個々 に 用 い る よ り PLRV の 発病株 を
減 ら す。 PVY や PVA の発病 も DHT + N-cyano田.GD 処

理で減少す る 。 N-cyano-GD， acetyl-GD 及 び N， N'， N"

triamino-GD な ど と DHT を 加 え た 試験で， ジ ャ ガ イ

モ の ウ イ ル ス 発病株 を 減 ら し ， そ れ に比例 し て 塊茎重が
増加す る (SCHUSTER， 1983) 。

( 9 )  pyrimidine 塩 基 前 駆 体 の 類 似 物 質 dihy.
droorotic acid hydrazide (DHOH) は PVX の増殖阻害
効果が な い が， 5-f\uoroortic acid (5-FOA) は完全に増

殖 を 阻害す る 。 5-f\uorouracil ( 5-FU) は 阻害効果が弱 い。
5 - FOA は 5 - azadihydrouracil (5 - ADHU = DMT) 

(uracil catabolite 類似物質) と 同様 に ， ウ イ Jレ ス 感染の

初期段階 を 匝害す る (SCHUSTER et al. ，  1987) 。
( 10 )  9 - (2 ，3 - dihydroxypropyl)  adenine 及 び 3 -

(adenin - 9 - yl) ー 2 - hydroxypropanic acid 2 - methy 1. 
propylester PVX の複製 を 顕著 に 抑 え る 。 後者の 方が
効果が高 い。 両化合物の ウ イ ル ス 阻害の タ イ ム ・ コ ー ス
は cycloheximide と 同 様 で あ る (SCHUSTER and HOLÝ ， 
1988) 。

( 11 )  Lodderomyces elongisporus IMET H 128 酵

母の リ ピ ド 抽出物 こ の物質， そ の ア セ ト ン可溶性分画

及び脂肪酸の分画 は PVX の感染葉 と 二次感染葉の 濃度

を減ず る (VOIGT et al. ，  1985) 。
(12)  膜脂質類似物質， 特 に alkan monosulfonates 

(AMS， “Emulgator E 30") に つ い て AMS は PVX や

TMV の接種葉や二次感染棄での濃度 を 減ず る 。 ま た ， 局
部病斑 を生 ず る 寄主の病斑数 を 減 じ ， ウ イ ル ス 粒子の活

性 を in vitro で減ず る 。 効果 は AMS の alkan chain の

長 さ と 濃度 に 依存す る 。 AMS は穎粒状の も の も 作 ら れ

て お り ， ジ ャ ガ イ モ の ウ イ ル ス 発病株 を 減 じ ， 増収 を も
た ら す。 頼粒状の AMS + DHT 処理で発病株 は一段 と 減
少す る 。 AMS は DHT の ほ か guanidine， thiourea な ど

の化合物， ribavirin な ど と も 相乗効果 が あ る (SCHUSTER，
1987 a) 。

(13) 置換 さ れた vinylthiocyanates PVX を も と の
化 合 物 potassium thiocyanate よ り よ く 阻 害 す る
(SCHUSTER and SCHULZE， 1991 ) 。

(14)  Ribavirin ( = Virazole ; 1 -β D-ribofuranosyl 

- 1 ，  2， 4-triazole- 3 -carboxamide) こ の 動物 の 抗 ウ イ

ル ス 剤 (後述) の抗植物 ウ イ ル ス 性 は SCHUSTER に よ っ て ，
1976 年 に 報告 さ れた が (SCHUSTER， 1988) ， そ の後， DHT 

と 一緒 に 用 い る こ と に よ り ， 単独で用 い る よ り ， PVX， 

CMV， TMV 及 ぴ BMV な ど に 高 い 増殖阻害作用 を 示 す

こ と を報告 し た (SCHUSTER， 1982) 。

皿 種 々 の化合物の研究 に よ っ て 得 ら れた成果

SCHUSTER ( 1986) は ， 実際的 な植物 ウ イ ル ス の化学治療

法の た め に ， 三つ の 異 な る 方法で研究 を は じ め ， ジ ャ ガ
イ モ や タ バ コ の ウ イ ル ス で次 の よ う な成果 を 得 る こ と が

出来た と 述べ て い る 。

第ー は 頼粒状 DHT の 開発 で， 1 回 の施与で長期間効
果 を発揮 さ せ る こ と が出 来 る よ う に な っ た 。 第二 は薬剤

の併用 で， 個々 に 用 い る よ り 少量 で効果 を 発揮で き る 。
例 え ば， 他の抗植物 ウ イ lレ ス 剤 と の併用 で DHT は 少量

で効果 を 発揮す る 。 第三 は 新 し い抗植物 ウ イ ル ス 剤 の 発
見で， 異 な る 化学 的 グ ル ー プか ら ， 抗植物 ウ イ ル ス 性の

あ る 物質が発見 さ れた 。 興味 あ る 結果が azine structure 
を も っ ， 環式や非環式化合物， thiodiazoles， oxazoles 及
び isothiosemicarbazones な ど で得 ら れた 。 こ れ ら の 多

く は一つ 以上 の 抗植物 ウ イ ル ス 活性 を も っ 因子が一つ の
化合物 に 結合 し て い る 。 更 に 重要 な の は ， TMV の 増殖阻
害が， 全 く 新 し い 考 え 方 で得 ら れ た こ と で あ る 。 KIHO

( 1970) そ の他の研究か ら 膜 と ウ イ ル ス 複製 の 密接 な 関係

が分か つ て い た の で (SCHUSTER， 1988) ， ウ イ ル ス 複製時の

ウ イ ル ス と 膜 と の 結合 を 阻害 す る こ と を 試 み て ， 有効な

阻害剤が得 ら れた 。 DHT が TMV に あ ま り 効果 を 期待

さ れな か っ た こ と か ら ， 膜脂質類似物質 の効果 の発見 は

重要 な も の と 考 え ら れて い る 。

IV Ribavirin に よ る ウ イ ル ス ・ フ リ ー 化

Ribavirin は 広 い ス ペ ク ト ラ ム を も っ人 間 や動物の抗

ウ イ ル ス 剤で (SmWELL et  al. ，  1972) ， こ れか ら 色々 な 類

似 物 質 や 誘 導 体 が 報 告 さ れ て い る (STREISSLE e t  al. ，  

1985) 0 HANSEN (1988) は 現在 の 非常 に 有効 な植物 ウ イ ル
ス 増殖阻害剤 と し て ， Ribavirin， DHT 及 び Tiazofurin
を あ げ， ま た ， 下記の病害の Ribavirin に よ る 治療例 を 表
示 し て い る 。 Apple chlorotic leaf spot virus， Apple 
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stem grooving， Green ring mottle (in Prunus ser- る 。
rulata) ，  PVX， PVY， ジ ャ ガ イ モ M 及 び S ウ イ ル ス ， 引 用 文 献
CMV， ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス ， ト マ ト White necrosis 
ウ イ ル ス 。 ま た ， シ ン ピ ジ ウ ム の Cymbidium mosaic ウ
イ ル ス と Odontoglossum ringspot ウ イ ル ス の 治療報告

が あ る (ALBOUY et aL， 1988) 。 な お ， Tiazofurin は ト マ

ト 黄化 え そ ウ イ ル ス の 全身移行 を 妨 げ る (CANER et aL， 

1984) が， 他 の ウ イ ル ス に 対 す る 効 果 は 不 明 で あ る
(HANSEN， 1988) 。

V 動物の抗 ウ イ ル ス 剤の植物 ウ イ ル ス に対す る

効果

DAWSON ( 1984) は動物の抗 ウ イ ル ス 剤 27 種 を TMV と
Cowpea chlorotic mottle ウ イ ル ス に つ い て ， タ ノ f コ と
サ サ ゲ の リ ー フ ・ デ ィ ス ク に 接種 し ， 薬害 を タ バ コ ・ カ

ル ス の生育臨害で み て 試験 し た 。 そ の う ち ， 14 種が上記

植物 ウ イ ル ス の増殖 を 阻害 し た が， 薬害が な か っ た の は
Adenine arabinoside， Ribavirin， DHAP ( (8) 9- (2， 4-

dihydroxypropyl) adenine) ，  BAMM Q (2， 3-bis­
(acetyl mercaptomethyI ) - guanosaline， 及 び 5 -
azacytidine， な ど で あ っ た 。 他の も の は ， ウ イ ル ス 血害

濃度で， タ バ コ ・ カ ル ス の 生育 を 阻害 し た 。

お わ り に

SCHUSTER ( 1988) は 圃場作物の ウ イ ル ス 感染 あ る い は ウ

イ ル ス に よ る 生育や収量の低下 を 制圧す る た め の抗植物

ウ イ ル ス 剤 の 必要条件 と し て ， 四 つ を あ げて い る 。 ( 1 )
多数の植物 ウ イ ル ス の増殖 に 干渉す る が， 植物 に は影響
を与 え な い ， ( 2 ) 人畜や土 中 の 微生物 に も 毒性が な い ，
( 3 ) 植物や土中で比較的速や か に 分解 し て ， 残留物 を残

さ な い ， ( 4 ) 適当 な値段で手 に 入 札 安価 な農作物 に も

繰返 し ， 使用 で き る こ と な ど で あ る 。 そ し て ， こ れ ら の

条件 を 満 た す 薬剤 は 少 な か っ た と 述 べ て い る 。 ま た ，
HANSEN ( 1988) は植物 ウ イ ル ス の 治療剤の基本的性質 と

し て ， ( 1 ) 水溶性， ( 2 ) 植物中 を 少 く と も 上方 に 移動で
き る ， ( 3 ) 表皮 を通過で き る ， ( 4 ) ウ イ ル ス を 阻害す る
レベルで， 植物 に過度の毒性が な い こ と ， を あ げた 。 彼
が最 も 有効 と し た 前記 3 薬剤 は こ の性質 を 具有す る 。 こ

れ ら の主張 は 理想であ る が， 既述の如 し こ れ ら の 条件
に 近 い 性 質 の 植物 ウ イ ル ス 増殖阻害剤が み つ か っ た 以

上， 更 に 改良 を 加 え れ ば実用 的 な薬剤 も 夢で は な く ， 植

物 ウ イ ル ス の 治療 も 新 し い 時代 に 入 っ た よ う に 思 わ れ
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